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柴　田　　篤　教 授





　

  
柴
田 

篤  

教
授　

略 

年 

譜

一
九
五
二
年
二
月　

 

誕
生
（
大
分
市
）

一
九
七
〇
年
三
月　

 
大
分
県
立
大
分
上
野
丘
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
〇
年
四
月　

 
九
州
大
学
文
学
部
入
学

一
九
七
四
年
三
月　

 

九
州
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
（
中
国
哲
学
史
専
攻
）

一
九
七
四
年
四
月　

 

同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
（
中
国
学
・
中
国
哲
学
史
専
攻
）

一
九
七
六
年
三
月　

 

同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
同
上
）

一
九
七
六
年
四
月　

 

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
進
学
（
同
上
）

一
九
七
七
年
三
月　

 

同
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
途
退
学
（
同
上
）

一
九
七
七
年
四
月　

 

九
州
大
学
助
手
文
学
部
（
中
国
哲
学
史
講
座
）

一
九
七
九
年
四
月　

 

福
岡
教
育
大
学
講
師
教
育
学
部
（
哲
学
）

一
九
八
一
年
四
月　

 

同
助
教
授
（
同
上
）

一
九
八
九
年
四
月　

 

九
州
大
学
助
教
授
文
学
部
（
中
国
哲
学
史
講
座
）

一
九
九
六
年
四
月　

 

同
教
授
（
同
上
）

二
〇
〇
〇
年
四
月　

 

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
教
授
（
中
国
哲
学
史
講
座
）

二
〇
〇
六
年
四
月    

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
副
研
究
院
長
（
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
）



　
　
　
　
　
　
　
　

 

九
州
大
学
教
育
研
究
評
議
会
評
議
員
（
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）

二
〇
〇
八
年
四
月　

 

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
長
（
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
大
学
院
人
文
科
学
府
長
（
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
文
学
部
長
（
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）

二
〇
一
五
年
三
月　

 

九
州
大
学
退
職

二
〇
一
五
年
四
月　

 
九
州
大
学
名
誉
教
授

　
　
　

非
常
勤
講
師 

東
北
大
学
、
名
古
屋
大
学
、 

愛
媛
大
学
、
福
岡
女
子
大
学
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
南
学
院
大
学
、
筑
紫
女
学
園
大
学
、
佐
賀
大
学



著 

述 

一 

覧

Ⅰ
．
著　

書
 

 

１ 

中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣  

叢
書
・
日
本
の
思
想
家
11
（
共
著
・
中
村
惕
斎
の
部
分
） 

明
徳
出
版
社　
　

一
九
八
三
・
一
二

 
 

２ 

佐
藤
一
斎
全
集　

第
十
一
巻
・
言
志
四
録
（
上
）
（
共
著
） 

 
 

 
 

 

明
徳
出
版
社　
　

一
九
九
一
・
一
一

 
 

３ 

佐
藤
一
斎
全
集　

第
十
二
巻
・
言
志
四
録
（
下
）
（
共
著
）　

 

明
徳
出
版
社　
　

一
九
九
三
・　

六

 
 

４ 

天
主
実
義　

訳
注
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
著
）
東
洋
文
庫
７
２
８　

 

平
凡
社　
　

二
〇
〇
四
・　

七

Ⅱ
．
論　

文

１　

王
龍
渓
の
思
想
―
良
知
説
の
一
展
開
― 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
１
号　
　

一
九
七
五
・
一
〇

２　

湛
甘
泉
の
陽
明
学
観
を
め
ぐ
っ
て 

九
州
中
国
学
会
報　

第
21
巻　
　

一
九
七
七
・　

五

３　

馮
少
墟
―
明
末
一
士
人
の
生
涯
と
思
想
― 

哲
学
年
報　

第
38
輯　
　

一
九
七
九
・　

三

４　

許
敬
庵
の
思
想
―
朱
子
学
と
陽
明
学
の
間
を
め
ぐ
っ
て
―

 

荒
木
教
授
退
休
記
念　

中
国
哲
学
史
研
究
論
集　
　

葦
書
房　
　

一
九
八
一
・
一
二

５　

貞
方
弥
三
郎
と
柳
浦
文
集 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
11
号　
　

一
九
八
五
・
一
〇

６　

明
末
天
主
教
思
想
研
究
序
説
―
『
西
学
凡
』
の
天
学
概
念
を
め
ぐ
っ
て
―

 

福
岡
教
育
大
学
紀
要　

第
35
号　
　

一
九
八
六
・　

二



７　

楊
廷
筠
の
思
想
形
成
に
関
す
る
一
考
察
―
明
末
一
天
主
教
徒
の
人
間
観
―

 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
12
号　
　

一
九
八
六
・
一
〇

８　

良
知
現
成
の
思
想
―
王
龍
渓
を
中
心
に
し
て
― 

陽
明
学
の
世
界　
　

明
徳
出
版
社　
　

一
九
八
六
・
一
一

９　
「
亜
尼
瑪
」
と
「
霊
魂
」
―
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
漢
訳
語
に
つ
い
て
―

 

昭
和
62
年
度
科
研
（
総
合
・
代
表
吉
田
忠
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

一
九
八
八
・　

三

10　

明
末
天
主
教
の
霊
魂
観
―
中
国
思
想
と
の
対
話
を
め
ぐ
っ
て
― 

東
方
学　

第
76
輯　
　

一
九
八
八
・　

七

11　

首
善
書
院
の
光
と
陰 

哲
学
年
報　

第
49
輯　
　

一
九
九
〇
・　

三

12　

陰
陽
の
霊
と
し
て
の
鬼
神
―
朱
子
鬼
神
魂
魄
論
へ
の
序
章
― 

哲
学
年
報　

第
50
輯　
　

一
九
九
一
・　

三

13　
『
天
主
実
義
』
の
成
立 

哲
学
年
報　

第
51
輯　
　

一
九
九
二
・　

三

14　

天
主
教
と
朱
子
学
―
『
天
主
実
義
』
第
二
篇
を
中
心
に
し
て
― 

哲
学
年
報　

第
52
輯　
　

一
九
九
三
・　

三

15　

明
清
期
天
主
教
漢
籍
流
入
の
一
形
態
―
長
崎
大
浦
天
主
堂
附
属
羅
甸
学
校
旧
蔵
書
に
つ
い
て
―

 

平
成
４
年
度
科
研
（
一
般
Ｂ
・
代
表
柴
田
篤
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

一
九
九
三
・　

三

16　

周
海
門
の
文
集
と
著
述 

平
成
５
年
度
科
研
（
一
般
Ｂ
・
代
表
竹
村
則
行
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

一
九
九
四
・　

三

17　

孔
子
の
よ
ろ
こ
び
―
学
と
は
何
か
― 
江
河
万
里
流
る　
　

亀
陽
文
庫
・
能
古
博
物
館　
　

一
九
九
四
・
一
二

18　

多
久
茂
文
―
儒
学
興
起
・
聖
廟
建
立 

西
国
大
名
の
文
事　
　

葦
書
房　
　

一
九
九
五
・　

三

19　

朱
熹
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
の
思
想 

町
田
三
郎
教
授
退
官
記
念　

中
国
思
想
史
論
叢　
　

一
九
九
五
・　

三

20　
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
一
）
―
序
説
と
首
篇
現
代
語
訳
― 

哲
学
年
報　

第
54
輯　
　

一
九
九
五
・　

三

21　
『
鳶
魚
斎
詩
文
』
―
明
治
の
儒
学
者
楠
本
海
山
の
詩
稿
と
文
稿
― 
九
州
中
国
学
会
報　

第
33
巻　
　

一
九
九
五
・　

五

22　
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
と
江
戸
儒
学 

中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念　

東
洋
学
論
集　
　

汲
古
書
院　
　

一
九
九
六
・　

一



23　
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
二
）
―
第
二
篇
現
代
語
訳
― 

哲
学
年
報　

第
55
輯　
　

一
九
九
六
・　

三

24　

二
程
的
鬼
神
観 

東
亜
文
化
的
探
索
―
傳
統
文
化
的
發
展
―　
　

正
中
書
局　
　

一
九
九
六
・
一
一

25　

明
清
天
主
教
に
お
け
る
十
誡
―
「
愛
天
主
・
愛
人
」
の
概
念
を
通
し
て
―

 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
22
号　
　

一
九
九
六
・
一
二

26　
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
三
）
―
第
三
篇
現
代
語
訳
― 

哲
学
年
報　

第
56
輯　
　

一
九
九
七
・　

三

27　

中
国
の
書
院 

文
明
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド　

M
useum

 K
yushu　

第
55
号　
　

一
九
九
七
・　

三

28　

言
と
心
―
王
陽
明
思
想
の
一
断
面
― 

東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念　

東
方
学
論
集　
　

一
九
九
七
・　

五

29　
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
四
）
―
第
四
篇
現
代
語
訳
― 

哲
学
年
報　

第
57
輯　
　

一
九
九
八
・　

三

30　
『
明
儒
学
案
』
の
中
の
王
龍
渓

 
平
成
９
年
度
科
研
（
基
盤
Ｂ
・
代
表
柴
田
篤
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

一
九
九
八
・　

三

31　

日
本
人
と
キ
リ
ス
ト
教 

日
語
日
文
学　

第
11
輯　
　

大
韓
日
語
日
文
学
会　
　

一
九
九
九
・　

五

32　
「
顔
子
没
而
聖
学
亡
」
の
意
味
す
る
も
の
―
宋
明
思
想
史
に
お
け
る
顔
回
―

 

日
本
中
国
学
会
報　

第
51
集　
　

一
九
九
九
・
一
〇

33　
『
天
主
実
義
』
の
研
究
（
五
）
―
第
五
篇
現
代
語
訳
― 

哲
学
年
報　

第
59
輯　
　

二
〇
〇
〇
・　

三

34　

良
知
霊
字
攷
―
王
龍
渓
を
中
心
に
し
て
― 

陽
明
学　

第
12
号　
　

二
〇
〇
〇
・　

三

35　

宋
明
儒
学
が
指
し
示
す
も
の 
退
渓
学
報　

第
１
０
７
・
１
０
８
輯　
　

二
〇
〇
〇
・
一
二

36　

対
馬
藩
儒
満
山
雷
夏
の
こ
と

 

平
成
10
〜
12
年
度
科
研
（
基
盤
Ｂ
・
代
表
佐
伯
弘
次
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
一
・　

三

37　
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
と
李
退
渓 
哲
学
年
報　

第
61
輯　
　

二
〇
〇
二
・　

三



38　

中
・
西
の
対
話
を
支
え
る
も
の
―
明
末
天
主
教
思
想
を
め
ぐ
っ
て
―

 

九
州
中
国
学
会
報　

第
40
巻　
　

二
〇
〇
二
・　

五

39　

日
本
朱
子
学
與
基
督
教 

朱
子
学
的
開
展
―
東
亜
篇　
　

漢
学
研
究
中
心　
　

二
〇
〇
二
・　

六

40　
『
経
学
隊
仗
』
と
崔
致
遠 

平
成
13
〜
14
年
度
九
大
Ｐ
＆
Ｐ
（
代
表
濱
田
耕
策
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
三
・　

三

41　

満
山
家
資
料
に
つ
い
て
―
対
馬
藩
儒
満
山
雷
夏
と
そ
の
子
孫
―

 

平
成
13
〜
14
年
度
九
大
Ｐ
＆
Ｐ
（
代
表
佐
伯
弘
次
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
三
・　

三

42　

楠
本
海
山
覚
書
―
あ
る
崎
門
学
者
の
生
涯
と
著
述
― 

香
椎
潟　

第
49
号　
　

二
〇
〇
三
・　

六

43　
『
天
主
実
義
』
の
出
版 

哲
学
年
報　

第
63
輯　
　

二
〇
〇
四
・　

三

44　

中
村
惕
斎
の
学
問
と
孔
子
像 

儒
教
文
化
研
究　

第
８
輯　
　

成
均
館
大
学
校
儒
教
文
化
研
究
所　
　

二
〇
〇
四
・　

八

45　

下
村
湖
人
と
『
論
語
物
語
』 

日
語
日
文
学　

第
25
輯　
　

大
韓
日
語
日
文
学
会　
　

二
〇
〇
五
・　

二

46　

楠
本
正
継
博
士
之
宋
明
儒
学
思
想
研
究

 
国
立
台
湾
大
学
台
湾
東
亜
文
明
研
究
学
刊　

第
２
巻
第
２
期　
　

二
〇
〇
五
・
一
二

47　
『
畸
人
十
篇
』
研
究
序
説 

哲
学
年
報　

第
65
輯　
　

二
〇
〇
六
・　

三

48　
『
天
主
実
義
』
と
そ
の
思
想
的
影
響
に
関
す
る
研
究

 

平
成
15
〜
17
年
度
科
研
（
基
盤
Ｃ
・
代
表
柴
田
篤
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
六
・　

三

49　

西
洋
人
修
道
士
と
儒
教
思
想
―
伝
統
思
想
の
現
代
的
意
義
に
即
し
て
― 

退
渓
学
論
叢　

第
12
輯　
　

二
〇
〇
六
・
一
二

50　

楠
本
家
三
代
の
家
学
と
退
渓
学 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
31
・
32
合
併
号　
　

二
〇
〇
六
・
一
二

51　
『
慶
州
崔
氏
大
同
譜
』
と
崔
致
遠

 

平
成
17
〜
18
年
度
科
研
（
基
盤
Ｂ
・
代
表
濱
田
耕
策
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
七
・　

三



52　
『
慶
州
文
集
解
題
』
と
崔
致
遠

 

平
成
17
〜
18
年
度
科
研
（
基
盤
Ｂ
・
代
表
濱
田
耕
策
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
〇
七
・　

三

53　

楠
本
正
継
博
士
覚
書 

名
古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
６
号　
　

二
〇
〇
七
・　

三

54　
「
未
知
生
焉
知
死
」
再
攷
―
『
論
語
』
の
死
生
観
を
め
ぐ
っ
て
―

 

南
腔
北
調
論
集　

山
田
敬
三
先
生
記
念
論
集　
　

汲
古
書
院　
　

二
〇
〇
七
・　

七

55　

碩
水
文
庫
余
滴
―
楠
本
正
継
教
授
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
―

 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
33
号　
　

二
〇
〇
七
・
一
二

56　

益
田
古
峯
小
伝
―
九
州
大
学
「
益
田
文
庫
」
の
旧
蔵
者
― 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
34
号　
　

二
〇
〇
八
・
一
二

57　
『
畸
人
十
篇
』
の
研
究
―
第
一
篇
・
第
二
篇
訳
注
― 

哲
学
年
報　

第
68
輯　
　

二
〇
〇
九
・　

三

58　

楠
本
正
継
博
士
の
朱
子
学
研
究 

哲
学
年
報　

第
69
輯　
　

二
〇
一
〇
・　

三

59　
『
聖
学
十
図
』
と
江
戸
儒
学
―
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
と
「
聖
学
図
」
を
中
心
と
し
て
―

 

退
渓
学
論
叢　

第
16
輯　
　

二
〇
一
〇
・
一
二

60　
『
畸
人
十
篇
』
の
研
究
（
二
）
―
第
三
篇
・
第
四
篇
訳
注
稿
― 

哲
学
年
報　

第
71
輯　
　

二
〇
一
二
・　

三

61　

朱
子
学
に
お
け
る
仁
の
思
想

 

朱
子
学
と
近
世
・
近
代
の
東
ア
ジ
ア　
　

国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心　
　

二
〇
一
二
・　

三

62　
『
論
語
』
と
『
論
語
集
註
』
―
古
典
・
漢
文
教
材
と
し
て
―　

 

新
し
い
漢
字
漢
文
教
育　

第
55
号　
　

全
国
漢
文
教
育
学
会　
　

二
〇
一
二
・
一
一

63　

古
代
中
国
人
の
死
生
観
―
『
論
語
』
と
『
荘
子
』
を
中
心
に
し
て
―

 

生
と
死
の
探
究　
　

九
州
大
学
出
版
会　
　

二
〇
一
三
・　

二



64　
『
経
学
隊
仗
』
の
成
立
と
崔
致
遠

 

古
代
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人　

崔
致
遠
の
人
と
作
品　
　

九
州
大
学
出
版
会　
　

二
〇
一
三
・
一
二

65　
『
畸
人
十
篇
』
と
そ
の
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
思
想
的
影
響
に
関
す
る
研
究

 

平
成
23
〜
25
年
度
科
研
（
基
盤
Ｃ
・
代
表
柴
田
篤
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

二
〇
一
四
・　

三

66　

明
末
天
主
教
と
死
生
観
―
中
西
対
話
の
底
に
流
る
る
も
の
―

 

西
学
東
漸
と
東
ア
ジ
ア　
　

岩
波
書
店　
　

二
〇
一
五
・　

二

67　
『
天
学
初
函
大
意
書
』
に
お
け
る
『
畸
人
十
篇
』 

哲
学
年
報　

第
74
輯　
　

二
〇
一
五
・　

三

68　

儒
教
思
想
に
お
け
る
平
和
の
探
求
―
朱
子
学
と
陽
明
学
、
そ
し
て
退
渓
学
―

 

退
渓
学
論
叢　

第
26
輯　
　

二
〇
一
五
・
一
二

Ⅲ
．
解
題
・
解
説
・
報
告

１　
『
道
餘
録
』
解
題 

和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
四
編
元
明
仏
教
篇
５　
　

中
文
出
版
社　
　

一
九
八
四
・
一
〇

２　
『
尚
直
編
・
尚
理
編
』
解
題 

和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
四
編
元
明
仏
教
篇
５　
　

中
文
出
版
社　
　

一
九
八
四
・
一
〇

３　
『
翻
刻
闢
邪
集
』
解
題 

和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
四
編
元
明
仏
教
篇
14　
　

中
文
出
版
社　
　

一
九
八
四
・
一
〇

４　
『
聖
朝
破
邪
集
』
解
題 

和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
四
編
元
明
仏
教
篇
14　
　

中
文
出
版
社　
　

一
九
八
四
・
一
〇

５　

杵
築
藩
関
係
古
文
書
調
査
報
告
書
解
説
―
地
域
関
係
書
籍
の
部
―

 

杵
築
藩
関
係
古
文
書
調
査
報
告
書
―
地
域
関
係
書
籍
・
漢
籍
・
日
本
漢
詩
文
目
録
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
杵
築
市
教
育
委
員
会　
　

一
九
九
二
・　

九



６　
「
国
際
朱
子
学
会
議
」
に
出
席
し
て 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
18
号　
　

一
九
九
二
・
一
〇

７　

西
国
大
名
の
文
事
〈
40
〉
多
久
茂
文 

西
日
本
新
聞　

朝
刊　
　

一
九
九
二
・
一
一
・
一
七

８　

長
崎
大
浦
天
主
堂
附
属
羅
甸
学
校
旧
蔵
明
清
期
天
主
教
漢
籍
目
録
稿

 

平
成
四
年
度
科
研
（
一
般
Ｂ
・
代
表
柴
田
篤
）
研
究
成
果
報
告
書　
　

一
九
九
三
・　

三

９　

現
代
に
生
き
る
貝
原
益
軒
を
求
め
て
―
福
岡
市
で
開
催
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
貝
原
益
軒
を
考
え
る
」

 

西
日
本
文
化　

３
０
２
号　
　

西
日
本
文
化
協
会　
　

一
九
九
四
・　

六

10　

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」

 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
20
号　
　

一
九
九
四
・
一
〇

11　

ザ
ビ
エ
ル　

渡
来
と
そ
の
意
味
―
日
本
に
世
界
の
窓
開
く
― 

朝
日
新
聞　

夕
刊　
　

一
九
九
九
・
四
・
二
三

12　
「
対
話
」
の
意
味
を
求
め
て
―
中
国
に
お
け
る
東
西
思
想
交
流
の
接
点
か
ら
―

 

九
州
大
学
研
究
紹
介　

№
17　
　

二
〇
〇
〇
・　

三

13　
『
韓
国
歴
代
文
集
叢
書
』
―
韓
国
文
化
研
究
の
た
め
の
宝
庫
３
０
０
０
冊
―

 
図
書
館
情
報
２
０
３
号　
　

九
州
大
学
附
属
図
書
館　
　

二
〇
〇
二
・
一
二

14　
『
経
学
隊
仗
』
の
旅
か
ら
―
崔
致
遠
と
そ
の
子
孫
た
ち
を
訪
ね
て
―

 

九
州
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー　

N
ew

s Letter Vol.3　
　

二
〇
〇
三
・　

三

15　

文
学
部
所
蔵
「
武
内
文
庫
」
の
謎
を
追
っ
て
―
楠
本
正
継
図
書
館
長
と
そ
の
時
代
―

 

図
書
館
情
報
２
１
０
号　
　

九
州
大
学
附
属
図
書
館　
　

二
〇
〇
五
・　

三

16　

九
州
大
学
に
お
け
る
ア
ジ
ア
研
究　

研
究
室
便
り
・
第
63
回 

東
方
學
會
報　

№
89　
　

二
〇
〇
五
・
一
二

17　

小
笠
原
文
庫
資
料
解
説　

Ｂ
漢
籍　

小
笠
原
文
庫
目
録　

福
岡
県
立
豊
津
高
等
学
校
錦
陵
同
窓
会　
　

二
〇
〇
六
・　

九



18　

資
料
紹
介
：
楠
本
正
継
著
「
朱
子
の
政
事
と
其
思
想
」

 

九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集　

第
31
・
32
合
併
号　
　

二
〇
〇
六
・
一
二

19　

吉
村
家
文
庫
―
幕
末
陽
明
学
者
の
貴
重
な
原
資
料
―

 

九
州
大
学
百
年
の
宝
物　

九
州
大
学
同
編
集
会　
　

二
〇
一
一
・　

二

20　

碩
水
文
庫
―
宋
明
儒
学
と
崎
門
写
本
の
宝
庫
― 

九
州
大
学
百
年
の
宝
物　

九
州
大
学
同
編
集
会　
　

二
〇
一
一
・　

二

21　

益
田
文
庫
―
漢
詩
を
能
く
し
た
漢
文
教
師
の
旧
蔵
書
―

 

九
州
大
学
百
年
の
宝
物　

九
州
大
学
同
編
集
会　
　

二
〇
一
一
・　

二

22　

研
究
室
史
「
中
国
哲
学
史
研
究
室
」 

九
州
大
学
文
学
部
90
年
の
歩
み　

九
州
大
学
文
学
部　
　

二
〇
一
四
・　

九

23　

萬
行
寺
資
料
解
説
（
二
）
典
籍 

福
岡
市
内
寺
社
資
料
調
査
報
告
書
一　

福
岡
市
教
育
委
員
会　
　

二
〇
一
五
・　

三


